
　凡例

H16調査測線 （反射法・屈折法の受振点）

並行する黒線は受振測線

平成14年度 重合測線

並行する黒線は受振測線

平成15年度 重合調査測線

　 並行する黒線は受振測線 重合測線図

国土地理院 1:50,000　地形図に加筆
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